
ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

東御市梅野記念絵画館・ふれあい館 

 

第24回 私の愛する⼀点展          

                        

１ 開催趣旨 

 「私の愛する一点展」とは、絵を愛する人たちがめぐりあいの喜びや美術作品に寄せる想いを伝えるた

めに、所有する作品の中から選りすぐりの一点を持ち寄って展示するという、全国でも珍しい独創的な

展覧会です。この企画は、当館の初代館長である梅野隆（1926-2011）によって発案されました。 

 梅野は「特異な業績を上げながら忘却されている作家や、不遇な生涯を終えた作家で、現在は埋もれて

いるが忘れ去られるには惜しい作家を顕彰する」という方針のもとに、生涯を通じて近代日本美術作家

作品の蒐集、研究、顕彰活動を行いました。その志に共感した梅野記念絵画館友の会の会員が、一人につ

き所有作品一点をエピソードや想いと共に展示するのがこの「私の愛する一点展」です。 

 本展の最大の特色は、美術館や著名なコレクターの蒐集品ではなく、一般の美術愛好家たちの手元に

ある作品が主役となる点にあります。知名度や市場での金銭的価値にとらわれることなく蒐集された多

種多様な作品と、そこに付されるコメントは、出品者による「この作品を愛してやまない」という熱い

想いを伝えます。 

 

２ 会期 

  令和８年 7 月 11 日（土）～8月 16 日（日） 

  ※休館日 月曜日（祝日の場合は翌火曜日）、祝日の翌日 

 

３ 入館料 

一般 300 円（団体 250 円）、中学生以下無料 

※ナイトミュージアム開催日（7月 29 日は 17 時以降無料） 

 

４ 会場 

  東御市梅野記念絵画館 大展示室 

 

５ 主催 

  東御市梅野記念絵画館 梅野記念絵画館友の会 

 

６ 展示の概要 

  梅野記念絵画館友の会会員および東御市民の所有する近現代作品 42 点、および所有者による作品へ

の想いやコメントを展示します。 
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７ 本展覧会の見どころ 

 (1) 主役は一般の美術愛好家。それぞれの愛蔵する逸品。 

 (2) 作品とともに語られる、コレクターの「愛情」と「美意識」。 

 (3) 普段表に出ることのない、貴重な作品と鑑賞者との出会い。 

 

8 図版 

   

1.            2.                                        3. 

1. 千家元麿 《首飾りの女》 制作年不明 

2. 菅野圭介 《静物》 制作年不明  

3. 猪熊昇 《山道》 2001年 

 

 

お問い合わせ 東御市梅野記念絵画館・ふれあい館 

〒389-0406 東御市八重原935-1 

℡0268-61-6161  fax0268-61-6162  Email:umenokinen@ueda.ne.jp 

〇展示内容について 学芸員 佐野悠斗（さの ゆうと） 

〇広報・取材・画像提供等について 学芸員 佐野悠斗（さの ゆうと） 


